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岩手県土地改良事業団体連合会第62回通常総会を開催
－ 令和２年度事業計画、一般会計予算など８議案を承認 －

　本会は３月25日、第62回通常総会を本人
出席 15会員、書面議決者 61会員の出席を頂
き、開催した。今回は新型コロナウイルス感染
症の拡大防止を図る観点から、出席者マスク着
用等、対策を講じた上での開催となった。
　開会にあたり小田島峰雄会長は、「『農業・農
村のセーフティネットを目指す』を組織目標と
して掲げる本連合会では、災害査定への対応を
はじめとした農地・農業用施設の早期復旧に尽
力していく。また、農業者の要望に応え、新規
地区を計画的に採択していただくためには、当
初予算の確保が必要不可欠。役職員一丸となっ
て、財務省や農林水産省をはじめとした省庁、
そして県への要請活動を展開し、当初予算が
しっかりと確保されるよう取組を進めていく」

と挨拶した。
　議事に先立ち、永年にわたり農業農村整備の
推進や土地改良区の運営に貢献された方々に対
し、令和元年度土地改良功労者表彰（岩手土地
連会長表彰）の授与式が行われ、11名（役員
５名、職員６名）の方々が受賞された。
　議事は、議長に選出された都南土地改良区の
佐々木章一理事長の進行により、令和元年度補
正予算、令和２年度事業計画及び予算など８議
案が議決された。
　最後に、計画的に農業農村整備を進めるため
の必要な予算の確保と、土地改良区の運営基盤
の強化に対する支援などを求める決議を採択し
閉会した。

一　国、県においては、計画的に農業農村の整備が進むよう、令和三年度当初予算において、現場のニーズに十分
応えられる規模の農業農村整備事業関係予算を確保すること。特に、農地の約八割を中山間地域が占めている
本県の特質に配慮し、ほ場整備に要する予算を安定的に確保すること。

一　担い手への農地集積や生産コストの低減、高品質・高収益作物生産の前提となる水田の大区画化・汎用化を一
層推進するとともに、中山間地域等において、農業経営の持続的発展に向けて、地域特性を踏まえたほ場整備
の推進が図られるよう十分配慮すること。

一　農村地域の国土強靭化に資するよう、老朽化した農業水利施設の長寿命化及び豪雨・耐震化対策等をより一層推
進すること。特に、令和三年度以降の防災・減災、国土強靱化に要する予算を安定的に確保すること。

一　昨年四月に施行された改正土地改良法への円滑な対応に向け、土地改良区の意見を十分踏まえつつ、複式簿記
の導入など土地改良区の運営基盤強化に対する支援を推進すること。

一　農業用ダムの洪水調節機能の強化に当たっては、ダム管理者及び関係利水者の過度な負担とならない取組とする
とともに、必要な措置を講ずること。

一　多面的機能支払制度の推進に当たっては、推進協議会や土地改良区がこれまで培った技術、経験など持てる能
力を十分に発揮し、制度の効率的・効果的な推進に貢献できるよう、施設の長寿命化に向けた予算を十分に確保
すること。

一　農業用ため池の整備を強力に推進するため、必要となる技術的、財政的な支援策を講じること。

令和２年３月２５日　岩手県土地改良事業団体連合会　第６２回通常総会
「農業・農村のセーフティ－ネットを目指して」

決　議

【総会の様子】
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【土地改良功労者と小田島会長（中央）表彰受賞者】

氏   名 所 属 役 職 名
　藤　原　弘　也 鹿 妻 穴 堰 土 地 改 良 区 理事
　継　枝　孝　夫 大 迫 町 土 地 改 良 区 前総括監事
　青　山　喜　八 大 迫 町 土 地 改 良 区 前理事
　小　山　　　武 藤 沢 土 地 改 良 区 第一理事
　高　村　重　光 二 戸 市 土 地 改 良 区 会計総括担当理事

●役員の部

表 彰 区 分 団 体 名 備 考
金 金流川沿岸涌津土地改良区
銀 山 田 町 土 地 改 良 区

●団体表彰

表 彰 区 分 個 人 名（ 敬 称 略 ） 備 考
個人（役員の部） 田　山　　　清 岩手県土地改良事業団体連合会前専務理事
個人（職員の部） 髙　橋　義　也 岩手中部土地改良区事業課長

●個人表彰

氏      名 所 属 役 職 名
　平　澤　正　成 山 王 海 土 地 改 良 区 管理課事業係長
　戸　来　美　幸 豊 沢 川 土 地 改 良 区 業務課長補佐兼ダム係長
　髙　橋　　　満 岩 手 中 部 土 地 改 良 区 総務課会計係長兼会計主任
　齋　藤　久　雄 岩 手 中 部 土 地 改 良 区 事業課調査計画係長
　新　田　寿　一 久 慈 市 土 地 改 良 区 事務局長
　石　岡　　　崇 岩手県土地改良事業団体連合会 農村振興部農村整備第一課長補佐

●職員等の部

第61回全国土地改良功労者等表彰を本県の２土地改良区、２氏が受賞

― 令和元年度土地改良功労者表彰 ―

　第61回全国土地改良功労者等表彰（主催：全国土地改良事業団体連合会）において、本県の金流川
沿岸涌津土地改良区と山田町土地改良区が団体表彰、田山清前本会専務理事と髙橋義也岩手中部土地改
良区事業課長が個人表彰を受賞した。
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　４月21日、胆沢平野土地改良区（及川正和
理事長）では、奥州市胆沢若柳の徳水園におい
て放水式を開催した。この放水式によって、管
内9,200ha余の農地に新たな息吹が吹き込ま
れた。

　また、４月24日には、猿ヶ石北部土地改良
区（小田島峰雄理事長）が、花巻市東和町内の
稗和東部取入斜樋管理事務所において、田瀬ダ
ム農業用水取水安全祈願祭を、照井土地改良区

（小野寺道雄理事長）では、一関市厳美町の照
井水神御前において、安全通水祈願祭をそれぞ
れ開催した。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染

　本会は、１月28日に小田島峰雄会長、大宮 
惇幸副会長、小野寺道雄副会長が、県の上田 
幹也農林水産部長、伊藤啓治農村整備担当技
監、三河孝司農村計画課総括課長とともに、農
林水産省 牧元 幸司 農村振興局長、奥田 透 農
村振興局次長、安部 伸治 整備部長と面会し、

「農業農村整備の着実な推進に関する要請」と
して「令和２年度当初予算及び令和元年度補正
予算の本県への配分」について要請した。
　要望に対し、牧元局長からは「皆様からの力
強い応援のおかげで当初予算と補正予算を合せ
て6,500億円を超える予算を確保することが
できた。高収益作物にチャレンジをするうえで
ほ場整備は不可欠。予算を有効に活用して整備
を進めてほしい」と回答された。
　奥田次長からは「皆様からのご支援のおかげ
で、令和２年度予算について、令和元年度を上
回る概算決定を行うことができた。令和３年度

用水施設の安全と豊穣の秋を願って
― 胆沢平野土地改良区、猿ヶ石北部土地改良区、照井土地改良区が安全祈願祭を開催 ―

令和２年度予算の十分な配分を要請
― 岩手県と合同で農林水産省へ要請 ―

拡大を防止するため、来賓は招かず土地改良区
関係者のみで神事を執り行い、用水施設の安全
と農作物の豊穣を祈念し、玉串を奉奠した。

についても、総力を挙げて予算確保を取組んで
いく」と述べられた。
　また、安部部長からは「農家所得向上に向け
て、高収益作物の導入に必要なほ場整備を着実
に進めて頂きたい」とコメントされた。

【放水された円筒分水工（胆沢平野土地改良区）】

【神事の様子（猿ケ石北部土地改良区）】

【神事の様子（照井土地改良区）】

【牧元局長（左から４人目）に要請書を手渡す
上田農林水産部長（左から３人目）と小田島
本会会長（左から５人目）】
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　岩手県議会農業農村整備推進議員クラブ（髙
橋はじめ 会長、会員全議員48名）は、２月
26日に県議会大会議室で令和元年度通常総
会・研究会を、全会員出席のもとに開催した。
　総会の冒頭、挨拶にたった髙橋会長は「本県
農業を推進するうえで、グローバルな視点に
たって政策を進めていく必要がある。そのよう
な中、担い手への農地集積など課題を解決する
とともに、次世代の農業、農村のためにも基盤
整備を進めなければならない」と述べた。

　次に、当クラブ事務局である本会の小田島峰
雄会長から「日頃より農業農村振興へのご理解
とご尽力に感謝申し上げる。ほ場整備など土地

　２月20日、東京都科学技術館サイエンス
ホールにおいて、全国農村振興技術連盟主催の
令和元年度東京フォーラム（農村振興研修会）
が開催され、「水土里の路　疏水百選ウォーキ
ングin奥寺堰」大会実行委員会（岩手中部土地
改良区）が最高賞の「広報大賞」を受賞した。

　この表彰は、農村振興の重要性や社会意義に
ついて、国民一般から広く理解を得るための地
域活動や広報活動を行ったものの中から、その
成果が特に優れていると認められる団体等を同

令和元年度活動状況と令和２年度活動計画を審議
― 岩手県議会農業農村整備推進議員クラブ通常総会・研究会を開催 ―

「水土里の路 疏水百選ウォーキングin奥寺堰」を評価
― 岩手中部土地改良区が第29回農業農村整備事業広報大賞を受賞 ―

改良事業の要望が非常に多くなっており、本会
としても本県の農業農村のために、全力で取り
組んで参りたい」と挨拶した。
　続いて、来賓の関根敏伸県議会議長、上田幹
也農林水産部長から祝辞が述べられた。
　総会では令和元年度事業報告と収支決算並
びに令和２年度活動計画と収支予算が議決さ
れた。総会後の研究会では、伊藤啓治県農林
水産部農村整備担当技監から「本県農業農村
整備事業の取組状況」と題して本県の農業農
村整備の展開方向や重点施策と、令和２年度
の農業農村整備事業予算の状況について、講
演いただいた。

連盟表彰規程により毎年表彰しているもので、
今年度は広報大賞２団体、優秀賞等11団体が
表彰された。
　この大会は、農業用水の役割や重要性及びそ
の歴史的背景などの認識を深めてもらうことを
目的としてウォーキング大会を実施。活動は平
成19年度から継続して開催されており、市民
に親しまれ誰でも気軽に参加出来る大会に成長
している点が特に高く評価された。

【挨拶を述べる髙橋 会長】

【挨拶する小田島峰雄 本会会長】

【受賞者らによる記念撮影
（前列右から２番目が及川理事長）】

【表彰される及川哲朗 岩手中部土地改良区理事長】
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【研修会の様子】

　本会は、１月30日から31日、盛岡市つなぎ
温泉「ホテル紫苑」において『令和元年度水土
里ネット役員研修会』を開催した。
　研修会には、伊藤啓治 岩手県農林水産部担
当技監、三河孝司 同農村計画課総括課長、千
葉和彦 同農村建設課総括課長を来賓に迎え、
土地改良区役職員等288名が出席した。
　開会にあたり、小田島峰雄 本会会長が「令和
２年度の農業農村整備関係予算は、令和元年度
補正分と令和２年度当初予算分を合わせ、昨年
度を上回る6,515億円が概算決定された。こう
した土地改良への追い風は、事業が国の重要施
策の一つであることは勿論のこと、昨年の参議
院選挙において、“農村振興に向け我々の声を
中央に届けたい”という皆様の熱意により宮崎
雅夫参議院議員が誕生し、進藤金日子参議院議
員と共に、国政の場でご活躍していることも大
きな要因であると考えている。また、達増知事
をはじめ岩手県ご当局や、岩手県議会議員の皆
様の農業農村整備事業へのご理解あってのこと
であり、あらためて深く感謝するとともに、引
き続きご支援をお願いしたい」と挨拶した。

　研修１日目は、伊藤啓治 県農林水産部農村
整備担当技監が『岩手県の農業農村整備におけ
るドローンの活用について』と題し、本県にお
ける活用事例や今後の農業用施設管理への活用
などについて説明した。
　次に進藤金日子 参議院議員（都道府県土地

土地改良区の健全な運営に向けて
― 令和元年度水土里ネット役員研修会を開催 ―

改良事業団体連合会会長会議顧問）からのビデ
オメッセージが上映された。
　その後に、今泉元伸県農林水産部農業振興課
担い手対策課長が『地域農業マスタープランの
実質化・実践の推進について』と題し、県内に
おけるマスタープランの必要性と、取組事例を
講演した。
　２日目は、市村和寿 全国土地改良事業団体
連合会支援部長が『土地改良区は組合員のため
に』と題し、土地改良区は組合員へのサービス
提供機関であることや、“組合員は土地改良区
に何を求めているのか”など組合員の視点に
立った対応の重要性を講演した。

　この他、気象予報士の河津真人氏が『昨今の
気象と災害』について、フリーアナウンサーの
名越涼氏が『全国で活躍する農業者たち』につ
いて、それぞれ講演した。
　出席者は、様々な分野の講義を聴講し見識を
深めていた。

【講演する市村 全土連支援部長】

【講演する伊藤 農村整備担当技監】

【主催者挨拶する小田島 本会会長】



7岩手県の土地改良 2020　No.583

【岩手県農林水産業表彰を
受賞した平賀巖前豊沢川
土地改良区理事長】

　12月20日に盛岡市民文化ホールにおいて、
『令和元年度いわて農林水産躍進大会』（主催：
いわて農林水産振興協議会、岩手県）が開催
された。大会では、「岩手県農林水産業表彰」、

「岩手県アドプト活動モデル賞」及び「岩手県

農地・水環境保全向上活動モデル賞」等の表
彰が行われ、県内各地から参集した関係者約
900名から受賞者へ盛大な拍手が送られた。
　なお、土地改良に関連する受賞者は以下のと
おり。

岩手県農林水産業表彰を平賀巖氏（前豊沢川土地改良区理事長）が受賞
― 令和元年度いわて農林水産躍進大会において ―

○岩手県農林水産業表彰
受　賞　者 備　　　　　　　考
平賀　巖 前豊沢川土地改良区理事長

○岩手県アドプト活動モデル賞
受　賞　団　体 市　町　村

（実施団体）十二丁目堰愛護組合
（協定団体）豊沢川土地改良区 花巻市

（実施団体）砂子自治会
（協定団体）猿ヶ石北部土地改良区 花巻市

○岩手県農地・水環境保全向上活動モデル賞
受　賞　団　体 市　町　村

岩沢・農地・水結いの会 北上市
農地・水保全管理門崎活動組織 一関市
安代地域多面的機能保全組織 八幡平市

― 令和２年度水土里ネットいわて新規採用職員 ―

― 令和元年度水土里ネットいわて資格取得者 ―
○土地改良換地士

【野﨑　雅敬】

○測量士

【山澤　　悟】

○農業土木技術管理士

【草野　一人】

榎本　利憲榎本　利憲
（えのもと　としのり）（えのもと　としのり）

農村振興部農村農村振興部農村
整備第二課技師整備第二課技師

千葉　　満千葉　　満
（ちば　みつる）（ちば　みつる）

換地部換地課換地部換地課
嘱　　　　託嘱　　　　託
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　ほ場整備事業の採択地区の増加に伴う換地業務の増加、及び、終期を迎えるほ場整備地区の確定測量
業務の増加が見込まれることから、換地部を新たに設け県や会員の依頼に応えられるよう体制を強化しま
した。

令和２年度 水土里ネットいわて事務局体制図


